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勝
山
お
も
し
ろ
読
本 

第
一
集 

 

『
幕
末
か
ら
明
治
の 

勝
山
町
住
居
絵
図
』 

  

  



こ
の
冊
子
に
よ
っ
て
、
そ
の
時
代
の
流
れ
と
町
並
み
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
、
我
々
の
知
ら
な
い
古
き
よ
き
時

代
を
偲
び
な
が
ら
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
り
、
子
供
た
ち
が
勝
山
の
町
を
知
る
教
育
の
一
環
と
し
て
お
役
に

立
て
れ
ば
と
存
じ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
  

   
    

   

 
 
 
 
 
 
  

   
    

   
    

   
    

   
    

   
    

   
    

   
    

   
 

編  

集  

委  

員  

会 

平
成
二
十
年
一
月 

 

は  

じ  

め  

に 

今
回
、
勝
山
地
区
エ
コ
推
進
協
議
会
の
事
業
の
一
環
と
し
て
、
冊
子
第
四
刊
「
勝
山
お
も
し
ろ
読
本
第
一
集
『
幕

末
か
ら
明
治
の
勝
山
町
住
居
図
』
」
と
題
し
て
編
集
刊
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

江
戸
時
代
か
ら
の
幾
度
の
火
災
に
よ
っ
て
、
元
禄
以
前
の
古
地
図
や
住
居
図
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
小

笠
原
氏
入
封
以
来
の
天
保
年
間
以
後
、
幕
末
か
ら
明
治
ま
で
の
勝
山
の
町
並
み
と
住
居
図
を
、
勝
山
市
史
や
資
料
を

参
考
に
し
て
一
冊
に
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。 

小
笠
原
時
代
が
百
年
以
上
続
い
た
長
い
歴
史
の
中
で
、
度
々
の
大
火
と
、
人
々
の
転
入
転
出
な
ど
が
あ
り
、
ま
た

年
代
的
に
お
い
て
も
異
な
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
点
ご
理
解
願
い
ま
す
。
古
図
に
記
さ
れ
て
い
る
ま

ま
の
町
名
で
書
い
て
お
り
ま
す
が
、
昭
和
四
十
七
年
後
の
住
居
表
示
に
関
す
る
法
律
に
よ
っ
て
、
古
き
時
代
の
歴
史

あ
る
町
名
が
い
く
つ
か
消
え
た
こ
と
は
、
誠
に
残
念
で
す
。 
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か
ら
、
現
在
の
勝
山

か

ち

や

ま

の
地
名
が
誕
生
し
た
こ
と
は
す
で
に
周
知
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

し
か
し
天
正
十
一
年
、
豊
臣 

秀
吉
軍
と
勝
家
軍
が
戦
っ
た
柳
ヶ
瀬
の
役
（
賤
ヶ
岳
の
合
戦
）
に
お
い
て
、

勝
家
軍
に
味
方
し
出
陣
し
た
勝
安
は
戦
死
し
、
わ
ず
か
六
年
で
勝
安
の
ま
ち
づ
く
り
は
夢
と
消
え
ま
し
た
。 

柴
田
一
族
滅
亡
後
、
時
代
は
流
れ
、
百
余
年
の
間
、
城
下
町
と
し
て
形
成
さ
れ
た
勝
山

か

ち

や

ま

へ
、
元
禄
四
年
（
一

六
九
一
年
）
、
美
濃
よ
り
小
笠
原
氏
が
入
封
し
、
そ
れ
以
後
幕
末
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
の
地
割
が
確
立
さ
れ
、
し

だ
い
に
南
は
立
石
、
北
は
長
渕
、
北
東
の
牛
首
街
道
に
は
沢
、
芳
野
へ
と
町
が
広
が
り
、
外
地
を
も
含
め
城

下
町
と
し
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。 

小
笠
原
勝
山

か

ち

や

ま

藩
古
図
は
写
実
的
で
町
家
や
寺
院
な
ど
が
お
も
し
ろ
く
描
か
れ
て
い
ま
す
。 
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袋
田
村
か
ら
勝
山

か

ち

や

ま

へ 

 

昔
々
、
勝
山

か

ち

や

ま

盆
地
は
北
袋
と
呼
ば
れ
、
い
く
つ
か
の
村
が
点
在
し
中
心
部
の
袋
田
村
が
町
で
一
番
古
い
地

名
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

天
正
三
年
（
一
五
七
五
年
）
、
越
前
国
主 

柴
田 

勝
家
は
織
田 

信
長
の
命
を
受
け
、
越
前
一
揆
討
伐
の
た

め
、
勝
家
の
一
族
と
言
わ
れ
て
い
る
柴
田 
監
物
義
宣
を
北
袋
に
配
し
、
つ
い
で
家
臣 

佐
久
間 

盛
次
の
三
男

で
勝
家
の
養
子
で
あ
る
柴
田 

勝
政
（
勝
安
）
を
義
宣
の
養
子
と
し
て
袋
田
村
へ
送
り
ま
し
た
。
義
宣
が
谷
に

お
い
て
戦
死
し
た
後
、
七
山
家
の
一
揆
軍
を
討
伐
し
、
袋
田
村
に
袋
田
城
を
築
い
た
勝
安
は
、
平
泉
寺
を
滅

ぼ
し
た
一
向
一
揆
軍
が
村
岡
山
を
勝
山

か

ち

や

ま

と
呼
ん
だ
縁
起
を
担
ぎ
、
こ
の
城
を
「
勝
山

か

ち

や

ま

城
」
と
名
付
け
た
こ
と





- 6 - 

武
家
屋
敷
は
士
と
書
か
れ
て
お
り
、
町
名
は
組
町
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
会
所
や
米
蔵
、
的
場
が
見
ら
れ
、

町
中
の
道
路
は
現
在
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

寺
院
の
位
置
も
現
在
と
変
わ
ら
な
い
よ
う
で
す
が
、
浄
願
寺
は
寛
永
時
代
、
芳
野
に
移
り
、
法
栄
寺
が
建

ち
ま
し
た
。
正
等
寺
と
西
方
寺
は
明
治
大
火
後
、
元
禄
に
移
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
慶
恵
寺
は
平
成
九
年
、
立
ち
退
き
の
た
め
片
瀬
に
移
築
さ
れ
て
い
ま
す
。
興
福
寺
は
廃
寺
と
な
り
、

慶
長
十
四
年
に
神
明
神
社
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
城
東
の
八
幡
社
、
沢
の
白
山
社
が
明
治
四
年
に
神
明
神
社

に
合
祀
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 
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第
一
図  
勝
山
城
を
取
り
巻
く
城
下
町 

 
 
 
 
 
 

村
か
ら
城
下
町
へ
の
発
展 

 

勝
山
の
城
下
は
南
北
に
続
く
七
里
壁
上
の
東
に
武
家
屋
敷
が
整
備
さ
れ
、
七
里
壁
下
の
西
側
九
頭
竜
川
岸

ま
で
下
町
と
し
て
寺
院
や
商
家
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
古
図
は
お
そ
ら
く
慶
長
時
代
中
期
か
と
思
い

ま
す
が
、
図
左
上
に
八
幡
社
と
神
宮
寺
と
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
白
山
社
と
光
明
院
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
ま
す
。
八
幡
社
と
神
宮
寺
は
小
笠
原
入
封
の
際
、
南
馬
出
の
堀
よ
り
東
に
建
て
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。 
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す
が
元
禄
時
代
の
名
残
で
し
ょ
う
。
字
名
で
は
、
八
幡
、
櫛
形
、
源
、
堤
、
江
戸
、
三
本
松
、
七
本
松
な
ど

が
書
か
れ
、
蔵
前
通
り
、
柳
通
り
、
神
明
通
り
、
鉄
砲
横
町
、
ク
ラ
ガ
リ
横
町
、
オ
コ
ン
町
な
ど
が
見
ら
れ

ま
す
。
柳
町
や
柳
通
り
は
三
の
丸
の
敷
地
内
に
あ
り
会
所
や
米
蔵
も
見
ら
れ
ま
す
。 

元
禄
蔵
前
通
り
の
山
田
家
は
今
も
武
家
屋
敷
の
佇
ま
い
を
残
し
て
お
り
、
ま
た
、
昭
和
三
十
年
代
ま
で
、

柳
通
り
の
前
川
算
盤
塾
の
旧
家
も
武
家
屋
敷
の
名
残
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。 

会
所
前
通
り
の
高
沢
家
（
藩
医
）
の
屋
敷
は
、
平
成
九
年
ま
で
残
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
大
行
寺
が

建
て
ら
れ
、
蔵
座
敷
だ
け
が
現
在
も
残
っ
て
い
ま
す
。 

屋
敷
地
の
外
側
に
は
外
地
（
替
地
）
と
呼
ば
れ
、
農
家
の
田
畑
と
な
っ
て
お
り
外
地
神
宮
寺
川
の
上
流
は
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第
二
図  
家
中
武
家
屋
敷
住
居
図  

 
お
城
を
守
る
小
笠
原
家
臣
屋
敷 

 

元
禄
四
年
、
小
笠
原
家
が
勝
山
に
入
封
以
後
、
町
は
確
実
に
整
備
さ
れ
、
城
よ
り
南
に
武
家
屋
敷
が
立
ち

並
び
、
北
に
は
鉄
砲
役
人
や
鉄
砲
鍛
冶
職
人
が
住
ん
で
い
た
と
い
う
鉄
砲
横
丁
や
、
二
の
丸
東
の
江
戸
町
に

も
城
を
囲
む
よ
う
に
家
臣
の
屋
敷
が
見
ら
れ
ま
す
。
す
な
わ
ち
元
禄
家
中
の
地
域
で
あ
り
ま
す
。 

家
中
で
は
お
城
近
く
よ
り
林
、
宮
川
、
脇
屋
、
安
田
、
秦
な
ど
家
老
職
や
重
臣
の
屋
敷
が
見
ら
れ
、
組
町

オ
コ
ン
通
り
に
は
下
級
武
士
の
住
居
が
あ
り
ま
す
。
元
禄
の
名
は
明
治
に
入
っ
て
か
ら
の
地
名
と
思
わ
れ
ま
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湿
地
帯
で
馬
渡
り
と
呼
ば
れ
る
字
名
が
つ
い
て
い
ま
し
た
。 

明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
、
た
ば
こ
作
業
場
か
ら
機
業
に
転
業
し
た
兄
弟
会
社
や
山
岸
機
業
な
ど
が
三
の

丸
付
近
に
建
ち
ま
し
た
。 
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も
数
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。
店
名
に
は
名
字
を
持
た
な
い
町
人
た
ち
が
、
扱
う
商
品
の
名
や
出
身
地
の
村
名

を
そ
の
ま
ま
屋
号
や
家
名
に
し
て
い
る
の
が
分
か
り
ま
す
。 

七
里
壁
の
上
に
は
成
器
堂
や
毘
沙
門
、
神
明
神
社
が
建
ち
、
岸
の
下
、
石
坂
に
は
大
庄
屋
会
所
の
名
も
あ

り
ま
す
。
お
城
へ
登
る
大
手
坂
、
石
坂
、
お
種
坂
、
坂
の
下
の
各
坂
道
も
完
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
町
中
の
住
居
図
は
、
江
戸
時
代
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
作
製
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 
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第
三
図  
勝
山
本
町
住
居
図 

勝
山
城
の
お
膝
元  

本
町 

 

勝
山
城
の
お
膝
元
で
あ
っ
た
袋
田
町
を
本
町
と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
こ
も
昔
は
農
村
地
帯
で
水
辺
に
囲

ま
れ
た
袋
状
の
田
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
慶
長
の
頃
か
ら
元
禄
時
代
以
後
、
次
々
と
商
家
が
集
ま
り
、

一
つ
の
町
と
し
て
賑
わ
っ
て
い
き
ま
す
。 

町
制
度
が
引
か
れ
、
何
人
か
の
町
年
寄
が
指
名
さ
れ
、
松
村 

由
兵
衛
、
室
屋 

良
右
衛
門
、
横
山 

七
郎
右

衛
門
、
近
藤 

与
平
等
の
名
が
見
ら
れ
、
町
庄
屋
の
家
も
見
ら
れ
現
在
ま
で
続
い
て
い
る
大
店
の
名
字
や
屋
号
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法
栄
寺
か
ら
長
渕
ま
で
の
寺
町
を
、
本
町
に
対
し
て
後
町
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
、
上
・
中
・
下
後
と
分
け

ら
れ
た
の
は
幕
末
以
後
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。 

職
人
の
町
ら
し
く
職
業
を
表
す
屋
号
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。 

本
町
か
ら
後
町
へ
入
る
道
に
は
法
栄
寺
前
通
り
、
雲
平
通
り
（
智
道
横
町
）
、
尊
光
寺
前
通
り
、
万
智
通

り
の
名
が
見
ら
れ
ま
す
。 

明
治
の
大
火
後
、
正
等
寺
と
西
方
寺
は
現
在
の
地
に
移
り
、
平
成
九
年
、
慶
恵
寺
が
片
瀬
へ
移
り
ま
し
た
。

了
西
寺
は
旧
薬
師
の
地
に
移
っ
て
い
ま
す
。 

上
後
薬
師
の
横
か
ら
、
下
後
お
清
水
の
上
の
旧 

西
方
寺
ま
で
の
細
い
路
地
は
現
在
も
残
っ
て
い
ま
す
が
、

- 15 - 

第
四
図  
後
町
通
り
住
居
図 

寺
町
か
ら
職
人
町
へ
と
発
展 

 

袋
田
町
の
西
南
に
は
、
浄
願
寺
が
建
ち
、
村
岡
山
麓
よ
り
尊
光
寺
が
移
り
、
法
栄
寺
、
延
勝
寺
、
正
等
寺
、

西
方
寺
な
ど
次
々
に
寺
院
が
建
ち
並
び
、
寺
町
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

近
在
か
ら
は
職
人
た
ち
が
集
い
、
仏
具
を
は
じ
め
、
表
具
屋
、
桶
屋
、
ス
イ
ノ
ウ
屋
、
鍛
冶
屋
な
ど
が
店

を
構
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
庄
屋
や
地
主
な
ど
の
借
家
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。 

亀
甲
屋 

小
兵
衛
や
関 

源
右
衛
門
、
酒
屋 

嘉
兵
衛
な
ど
町
庄
屋
の
名
も
見
ら
れ
ま
す
。 



- 17 - 

当
時
は
寺
前
通
り
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。 

寺
院
の
西
側
は
九
頭
竜
川
の
河
原
で
し
た
が
、
明
治
以
後
花
街
と
し
て
栄
え
、
人
々
は
河
原
町
と
か
河
原

通
り
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

浄
敬
寺
の
付
近
を
百
人
町
と
呼
ん
で
い
た
よ
う
で
、
遊
郭
や
貸
席
、
飲
み
屋
が
並
び
、
堀
名
銀
山
の
人
夫

や
近
郷
近
在
の
人
た
ち
な
ど
が
集
ま
り
、
一
晩
で
百
人
ぐ
ら
い
の
人
で
賑
わ
っ
た
こ
と
か
ら
そ
の
名
が
つ
い

た
そ
う
で
す
。 
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九
頭
竜
川
沿
い
に
農
民
が
集
ま
り
、
袋
田
村
か
ら
分
家
別
れ
し
た
人
た
ち
が
住
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
郡

町
か
ら
畔
川
ま
で
を
マ
ツ
ク
ミ
下
町
と
も
呼
ん
で
い
た
よ
う
で
、
伯
立
院
の
名
も
見
ら
れ
ま
す
。 

大
野
へ
と
進
む
立
石
道
周
辺
に
も
、
平
泉
寺
や
坂
谷
へ
入
る
分
岐
点
近
く
ま
で
民
家
が
並
び
新
町
の
名
も

見
ら
れ
、
十
王
堂
で
は
左
義
長
の
は
や
し
（
ド
ン
ド
焼
き
）
も
立
ち
、
南
の
茶
所
と
も
呼
ば
れ
、
少
し
南
の

七
里
壁
か
ら
元
禄
に
入
る
と
こ
ろ
に
番
小
屋
の
名
が
見
ら
れ
ま
す
。 

立
石
の
登
り
口
か
ら
元
禄
へ
進
む
坂
を
小
姥
母
坂
と
呼
び
、
坂
の
下
か
ら
は
鵜
の
島
の
渡
し
へ
の
道
が
書

か
れ
て
い
ま
す
。
松
組
町
の
名
も
見
ら
れ
ま
す
。 

郡
町
に
は
神
明
神
社
下
に
松
ヶ
崎
屋 

仁
兵
衛
や
板
屋
旅
館
、
油
屋 

市
兵
衛
、
雲
平
通
り
に
は
枡
家 

嘉
助
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第
五
図  

郡
町
・
立
石
の
住
居
図 

勝
山
最
初
の
町
名 

郡
か
ら
立
石
へ 

 

郡
の
名
は
、
天
正
八
年
、
勝
安
が
袋
田
村
に
城
を
築
い
た
時
に
、
村
岡
城
山
麓
の
郡
の
地
名
を
そ
の
ま
ま

名
付
け
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

石
坂
を
境
に
、
南
は
郡
町
と
し
て
商
家
が
並
び
町
年
寄
の
出
倉
（
安
田
）
十
兵
衛
や
中
村 

吉
右
ヱ
門
、
斉

藤 

治
兵
衛
の
名
も
見
ら
れ
ま
す
。 

郡
町
の
南
か
ら
大
野
や
平
泉
寺
に
進
む
地
域
を
立
石
町
と
呼
び
、
本
通
り
の
下
は
古
く
は
畔
川
と
呼
ば
れ
、
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な
ど
も
見
ら
れ
、
神
明
坂
、
法
栄
寺
横
町
、
元
禄
の
国
泰
寺
に
入
る
参
道
も
書
か
れ
て
い
ま
す
。 
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こ
の
道
は
滝
波
村
を
経
て
福
井
に
行
く
重
要
な
道
だ
っ
た
の
で
、
人
の
往
来
も
多
く
し
だ
い
に
商
家
や
職

人
た
ち
が
集
い
明
治
に
入
り
織
物
業
が
盛
ん
に
な
り
、
機
屋
が
軒
を
並
べ
ま
し
た
。
石
上 

茂
兵
衛
（
現 
大

滝
家
）
な
ど
現
在
も
石
橋
の
と
こ
ろ
に
面
影
を
残
し
て
い
ま
す
。
松
文
産
業
も
こ
の
地
で
機
業
場
を
開
設
し

て
お
り
ま
す
。 

長
渕
の
一
番
下
に
見
性
院
が
建
っ
て
い
ま
す
が
、
福
井
な
ど
か
ら
勝
山
に
入
る
旅
人
に
茶
な
ど
を
振
ま
っ

た
こ
と
か
ら
茶
所
と
言
わ
れ
、
今
で
も
お
茶
所
と
呼
ば
れ
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
浄
土
寺
川
の
長
渕
橋
（
茶

所
橋
）
を
渡
る
と
滝
波
村
で
す
。
明
治
の
大
火
は
立
川
よ
り
失
火
し
て
長
渕
ま
で
全
焼
し
、
滝
波
村
と
新
保

村
に
も
類
焼
す
る
に
至
り
ま
し
た
。
町
中
の
地
図
は
お
そ
ら
く
明
治
大
火
前
後
と
思
わ
れ
ま
す
。 
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第
六
図  
長
渕
・
富
田
の
住
居
図 

松
原
新
道
か
ら
滝
波
村
へ 

 

本
町
下
の
見
付
け
か
ら
上
長
渕
の
通
り
に
も
商
家
が
並
び
、
昭
和
の
初
め
牛
首
へ
行
く
馬
車
の
停
車
場
の

前
に
茶
屋
が
あ
り
、
時
間
待
ち
の
客
で
賑
わ
っ
た
こ
と
か
ら
茶
屋
通
り
と
呼
ば
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

多
田 

六
之
助
の
名
前
な
ど
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
上
長
渕
か
ら
北
へ
入
る
下
長
渕
の
道
は
、
昔
は
も
う
少

し
九
頭
竜
川
寄
り
で
川
の
渕
で
町
が
続
い
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
、
長
渕
と
呼
ば
れ
ま
し
た
が
、
川
沿
い
に
松

の
木
が
繁
っ
て
い
た
ら
し
く
松
原
新
道
の
名
が
付
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 
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長
渕
と
沢
の
中
間
に
位
置
す
る
富
田
町
の
名
は
、
こ
の
辺
り
は
田
畑
に
富
ん
だ
地
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
だ

と
思
わ
れ
ま
す
。
柴
田 

勝
安
が
義
父 

義
宣
の
菩
提
寺
と
し
て
、
七
里
壁
の
上
に
義
宣
寺
を
建
立
し
た
こ
と

に
始
ま
り
、
富
田
城
と
呼
ば
れ
た
義
宣
の
館
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
え
て
い
ま
す
。
大
蓮
寺
川
に
架
か
る
義

宣
寺
橋
も
昔
は
富
田
橋
と
呼
ん
で
い
た
そ
う
で
す
。 

義
宣
寺
の
前
を
義
宣
寺
門
前
道
と
呼
び
、
本
町
見
付
け
よ
り
富
田
に
入
る
細
い
道
に
は
、
門
前
町
と
し
て

商
家
な
ど
が
建
っ
て
、
義
野 

八
助
宅
の
名
も
見
ら
れ
ま
す
。
寺
町
と
は
異
な
っ
た
町
で
門
前
町
の
住
人
は
地

名
子
と
呼
ば
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。 
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ま
り
は
じ
め
ま
し
た
。
お
堀
の
北
側
に
は
武
家
屋
敷
が
見
ら
れ
ま
す
。 

沢
は
も
と
も
と
沢
外
地
と
呼
ば
れ
、
清
水
が
涌
き
農
業
を
営
む
人
が
多
く
住
み
、
勝
山
城
の
鬼
門
と
し
て

沢
に
平
泉
寺
末
社
の
白
山
社
、
後
に
光
明
院
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
久
保
酒
造
の
細
い
道
か
ら
上
山
家
の
前

に
出
て
光
明
院
に
入
り
、
そ
こ
か
ら
長
山
の
講
武
台
へ
と
向
か
う
道
が
あ
り
ま
す
。 

光
明
院
の
後
か
ら
芳
野
・
庚
申
野
へ
進
む
庚
申
野
道
が
見
ら
れ
ま
す
。 

芳
野
か
ら
猿
倉
に
か
け
て
の
土
地
は
庚
申
野
と
呼
ば
れ
、
町
へ
入
る
た
め
の
魔
除
け
の
石
像
や
祈
祷
場
が

あ
っ
た
よ
う
で
、
昔
か
ら
芳
野
ヶ
原
と
呼
ば
れ
、
原
野
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。 

寛
永
年
間
に
浄
願
寺
が
袋
田
よ
り
移
り
、
念
仏
寺
が
建
ち
、
芳
野
も
門
前
町
と
し
て
広
が
り
ま
し
た
。
商
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第
七
図  
沢
町
・
芳
野
町
の
住
居
図 

白
山
牛
首
へ
の
勝
山
古
道 

 

本
町
見
付
け
か
ら
北
東
へ
沢
へ
と
向
か
う
の
で
す
が
、
山
家
口
坂
を
登
っ
た
辺
り
を
堤
町
と
呼
び
、
お
城

の
堀
の
堤
に
あ
た
る
所
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
名
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
山
家
口
と
は
、
町
よ
り
山
家
へ
の

こ
と
を
言
っ
た
の
か
は
定
か
で
は
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
昔
は
も
う
少
し
急
な
登
り
だ
っ
た
と
思
わ
れ
、
そ

の
本
町
寄
り
の
と
こ
ろ
は
坂
の
下
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。 

寛
文
四
年
、
大
蓮
寺
が
建
ち
、
元
禄
時
代
に
入
り
小
笠
原
家
の
菩
提
寺 

開
善
寺
が
建
て
ら
れ
、
人
々
が
集
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人
や
職
人
が
集
ま
り
、
谷
や
牛
首
（
白
峰
）
な
ど
か
ら
も
移
り
来
て
町
と
し
て
発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。 

芳
野
の
道
は
昔
か
ら
町
か
ら
石
川
県
白
峰
に
通
じ
る
重
要
道
路
で
白
山
道
と
呼
ば
れ
、
明
和
五
年
に
「
白

山
道
・
中
の
橋
道
」
と
彫
ら
れ
た
小
さ
な
石
の
道
標
が
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
野
向
か
ら
加
賀
新
保
へ
の

道
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

現
在
も
残
る
何
軒
か
の
家
の
名
が
見
ら
れ
ま
す
。 
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昭
和
十
年
一
月 

勝
山
町
国
勢
調
査
表
よ
り 

【
地  

区
】  

 
 
 
 
 
 
 

【
戸  

数
】  

 
 
 
 
  

 
  

【
人  

口
】 

 
 
 
 
 

下
元
禄  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

四
六
三  

 
 
  
 
 
  
 
  

 

二
二
七
九 

 
 
 
 
 

上
元
禄  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
三
六  

 
 
  
 
 
  
 
  

 

一
六
三
四 

 
 
 
 
 

立  

石  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
二
三  
 
 
  
 
 
  
 
  

 

一
一
九
五 

 
 
 
 
 
 
 

郡  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

六
四  

 
 
  
 
 
  
 
  

 
 
 

三
五
四 

 
 
 
 
 

上
袋
田  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

八
五  

 
 
  
 
 
  
 
  

 
 
 

四
二
七 

 
 
 
 
 

下
袋
田  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
二
六  

 
 
  
 
 
  
 
  

 
 
 

五
九
一 

 
 
 
 
 

上  

後  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

九
四  

 
 
  
 
 
  
 
  

 
 
 

三
八
七 

 
 
 
 
 

中  

後  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
〇
七  

 
 
  
 
 
  
 
  

 
 
 

四
七
九 

 
 
 
 
 

下  

後  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
七
〇  

 
 
  
 
 
  
 
  

 
 
 

八
二
五 

 
 
 
 
 

上
長
渕  

 
 
 
 
  
 
 
 
 

一
四
二  

 
 
  
 
 
  
 
  

 
 
 

七
二
〇 

 
 
 
 
 

下
長
渕  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
〇
一  

 
 
  
 
 
  
 
  

 
 
 

五
二
〇 

 
 
 
 
 

富  

田  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
〇
四  

 
 
  
 
 
  
 
  

 
 
 

四
九
三 

 
 
 
 
 
 
 

沢  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
四
八  

 
 
  
 
 
  
 
  

 

一
一
九
三 
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資
料  

 

町
家
と
人
口 

  
 
 
 

享
保
七
年
（
一
七
二
二
年
）  

 
 
 

五
七
五 

軒 

 
 
 
 

宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
年
）  

 
 
 

六
六
四 

軒 

 
 
 
 

享
和
元
年
（
一
八
〇
一
年
）  

 
 
 

八
一
八 

軒  
 
 

三
〇
二
〇 

人 

 
 
 
 

天
保
二
年
（
一
八
三
一
年
）  

 

一
〇
〇
五 
軒  

 
 

三
七
二
三 

人 

 
 
 
 

安
政
五
年
（
一
八
五
八
年
）  

 
 
 

九
六
五 

軒  
 
 

四
〇
三
一 

人 
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芳  

野  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
五
六  

 
 
  
 
 
  
 
  

 

一
二
八
一 

 
 
 
 
 

片  
瀬  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

六
九  

 
 
  
 
 
  
 
  

 
 
 

四
〇
四 

 
 
 
 
 

上
芳
野  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
九  

 
 
  
 
 
  
 
  

 
 
  
 

八
八 

 
 
 
 
 

高  

島  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
七  

 
 
  
 
 
  
 
  

 
 
 

二
三
三 

 
 
 
 
 

毛
屋
猪
野  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

五
二  

 
 
  
 
 
  
 
  

 
 
 

二
九
五 

 
 
 
 
 

若
猪
野  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

五
六  

 
 
  
 
 
  
 
  

 
 
 

三
二
一 

 
 
 
 
 

猪
野
口  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
七  

 
 
  
 
 
  
 
  

 
 
 

一
六
五 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

合 

計  
 

二
七
七
九  

 
 
  
 
 
  
 
 

一
三
八
八
四 
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く
こ
と
す
ら
で
き
ま
せ
ん
が
、
こ
の
絵
図
で
勝
山
町
の
昔
を
偲
ん
で
下
さ
い
。 

現
在
八
十
代
か
ら
五
十
代
の
方
に
は
、
昭
和
中
期
の
住
居
図
の
方
が
懐
か
し
く
興
味
深
い
こ
と
と
存
じ
ま

す
が
、
次
の
機
会
に
編
集
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。 

 

平
成
二
十
年
一
月 

勝
山
地
区
エ
コ
推
進
協
議
会 

会 

長  

丸
屋  

仁
志 
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編 

集 

後 

記 

幕
末
か
ら
明
治
の
勝
山
住
居
絵
図
を
編
集
し
ま
し
た
が
、
明
治
以
降
百
四
十
年
が
過
ぎ
、
現
在
も
同
所
で

継
が
れ
て
い
る
商
家
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
は
移
転
さ
れ
て
お
り
、
長
い
歳
月
の
流
れ
が
つ
く

づ
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。 

も
し
明
治
二
十
九
年
に
勝
山
の
大
火
が
起
き
な
か
っ
た
ら
現
在
も
昔
の
城
下
町
の
姿
を
残
し
、
家
は
建
て

替
え
ら
れ
た
と
し
て
も
白
壁
の
土
蔵
や
武
家
の
門
、
老
舗
の
店
構
え
な
ど
の
写
真
等
が
多
く
残
さ
れ
て
い
た

こ
と
で
し
ょ
う
。 

す
で
に
昭
和
も
遠
く
な
り
、
明
治
・
大
正
の
生
ま
れ
の
方
も
ほ
と
ん
ど
亡
く
な
ら
れ
、
当
時
の
こ
と
を
聞



 

 

参
考
文
献 

   

勝
山
市
教
育
委
員
会 

図
説
「
勝
山
市
史
」 

 
 

勝
山
市
教
育
委
員
会 
所
蔵 

「
勝
山
城
下
絵
図
」 

 
 

福
井
県
大
野
郡
誌 

下
編 
「
旧
勝
山
城
下
絵
図
」 

 
 

勝
山
神
明
神
社
拝
殿
扁
額 

「
勝
山
町
国
勢
調
査
表
」 

         

  

勝
山
お
も
し
ろ
読
本
第
一
集 

 
 

幕
末
か
ら
明
治
の
勝
山
町
住
居
絵
図 

  

編
集
・
発
行  

 

勝
山
地
区
エ
コ
推
進
協
議
会 

 
 
 
 

文  
 
 
 
 

丸
屋 

仁
志 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

勝
山
市
文
化
財
保
護
委
員 

協  
 
 
 

力  
 

勝
山
公
民
館 

発

行

月  
 

平
成
二
十
年
一
月 

 


